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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第123期

第２四半期連結
累計期間

第124期
第２四半期連結
累計期間

第123期

会計期間

自平成23年
４月１日
至平成23年
９月30日

自平成24年
４月１日
至平成24年
９月30日

自平成23年
４月１日
至平成24年
３月31日

営業収益（百万円） 22,945 23,218 47,435

経常利益（百万円） 2,146 2,311 3,251

四半期（当期）純利益（百万円） 1,218 1,354 1,644

四半期包括利益又は包括利益（百万円） 1,114 1,320 1,794

純資産額（百万円） 26,771 28,325 27,228

総資産額（百万円） 90,454 95,046 94,832

１株当たり四半期（当期）純利益（円） 10.95 12.18 14.79

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益（円） － － －

自己資本比率（％） 29.2 29.3 28.3

営業活動によるキャッシュ・フロー（百万円） 3,130 3,122 5,471

投資活動によるキャッシュ・フロー（百万円） △4,025 △2,281 △4,795

財務活動によるキャッシュ・フロー（百万円） △238 △3,332 134

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高（百万円） 6,991 6,443 8,934

　

回次
第123期

第２四半期連結
会計期間

第124期
第２四半期連結
会計期間

会計期間

自平成23年
７月１日
至平成23年
９月30日

自平成24年
７月１日
至平成24年
９月30日

１株当たり四半期純利益（円） 4.88 4.53

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しており、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載していない。

２．営業収益には消費税等は含まれていない。

３．「潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益」については、潜在株式がないため記載していない。

 

　

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はない。また、主要な関係会社の異動はない。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはない。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はない。　

　

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はない。
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）業績

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、平成23年３月の東日本大震災以降、復興需要等により回復の

動きが見られたものの、欧州債務危機による世界景気の下振れリスクが根強く存在するなど、依然として先行き不

透明なままに推移した。

　このような情勢のなかで、当社グループでは鉄道およびバス事業において積極的に旅客誘致をはかったほか、山陽

百貨店では地域において強みを発揮できる分野を中心に新規店舗を導入するなど、さらなる収益拡大に努めた。

この結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、営業収益は23,218百万円と前同四半期連結累計期間に比べ272百

万円（1.2％）の増収となり、営業利益は2,404百万円と前同四半期連結累計期間に比べ111百万円（4.8％）の増

益、経常利益は2,311百万円と前同四半期連結累計期間に比べ165百万円（7.7％）の増益となり、四半期純利益は

1,354百万円と前同四半期連結累計期間に比べ136百万円（11.2％）の増益となった。

　

①運輸業

運輸業においては、鉄道事業において、大河ドラマ「平清盛」の放映にあわせて、ラッピング電車「清盛号」の運

行や「KOBE de 清盛」1dayパスの発売のほか、神戸・須磨方面への観光キャンペーンやハイキングを実施した。ま

た、平成24年の春には、若くして須磨浦の地に散った平敦盛と重ね、須磨エリアの桜を「敦盛桜」と命名し、周辺の

観光施設等と連携して旅客誘致に積極的に取り組んだ。このほか、便利でお得な各種企画乗車券の販売に引き続き

努めたことに加え、施設面では、列車運行管理システム更新工事や踏切支障報知装置設置工事などの安全対策工事

を継続して実施した。

バス事業においては、明石市東部地区において平成24年３月に明石市から一部路線を譲受け、路線の新設や増便

を行ったほか、垂水地区においては平成24年４月に路線を新設するなど、地域社会の求めるニーズにあわせた施策

を実施した。また、団体でのお出かけやご旅行のニーズに弾力的にお応えするため、中型貸切バスを新たに導入し、

送迎バスの事業強化をはかった。

運輸業全体では、平成23年の東日本大震災の影響による出控えの反動や、山陽バスにおいて明石市営バスの一部

路線を譲受けたことなどにより、外部顧客に対する営業収益は9,261百万円と前同四半期連結累計期間に比べ223百

万円（2.5％）の増収となったものの、経費の増加により、営業利益は1,264百万円と前同四半期連結累計期間に比

べ19百万円（△1.5％）の減益となった。

　

②流通業

流通業においては、山陽百貨店において、地域の方に選ばれ、親しまれる百貨店をめざし、婦人用の服飾・雑貨部

門において「SK-Ⅱ」などの新規店舗を導入した。また、食料品部門では、食品雑貨を中心としたセルフ方式の売場

「Sマート」に「oisio（オアジオ）」を導入するなど、引き続き快適な売場環境づくりに取り組んだ。催事面では

「日本列島絶品うまいもの大会」などを開催し、さらなる集客力の強化をはかった。

流通業全体では、山陽百貨店においてＪＲ姫路駅周辺整備工事による影響等により減収となったことなどから、

外部顧客に対する営業収益は10,345百万円と前同四半期連結累計期間に比べ93百万円（△0.9％）の減収となった

が、経費の圧縮等により、営業利益は171百万円と前同四半期連結累計期間に比べ13百万円（8.9％）の増益となっ

た。

　　

③不動産業

　不動産業のうち分譲事業においては、西宮市において「エスコート西宮グランハーツ」、神戸市須磨区では「エル

グレース須磨 妙法寺川公園」の建設・販売を進めた。また、大阪府吹田市の「ザ・千里ガーデンズ」においても、

引き続き販売に注力した。賃貸事業においては、大阪市西天満地区において賃貸マンションの建設を推進するなど、

長期的な収益基盤の強化をはかった。

不動産業全体では、前同四半期連結累計期間と比べ分譲・賃貸ともに規模の拡大があったことなどから、外部顧

客に対する営業収益は1,597百万円と前同四半期連結累計期間に比べ156百万円（10.9％）の増収となり、営業利益

は885百万円と前同四半期連結累計期間と比べ151百万円（20.6％）の増益となった。
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④レジャー・サービス業

　レジャー・サービス業においては、須磨浦山上遊園において行楽シーズンを中心に夜間営業を行い、神戸の美しい

夜景をお楽しみいただいたほか、平成24年７月には、新たな集客スポットとして平敦盛が愛用した青葉の笛をモ

チーフとした「日時計と青葉の笛広場」をオープンした。また、舞子ホテルにおいては、邸宅ウェディングの魅力を

発信するべく、定期的にブライダルフェアを開催するなど、さらなる収益拡大に努めた。

レジャー・サービス業全体では、外部顧客に対する営業収益は1,294百万円と前同四半期連結累計期間に比べ57

百万円（4.7％）の増収となったが、経費の増加により、営業損失は70百万円と前同四半期連結累計期間に比べ38百

万円（116.1％）増加した。　

　

⑤その他の事業

その他の事業全体では、外部顧客に対する営業収益は718百万円と前同四半期連結累計期間に比べて71百万円

（△9.1％）の減収となり、営業利益は99百万円と前同四半期連結累計期間に比べ6百万円（△5.7％）の減益と

なった。

　

(2）財政状態　

　当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べて214百万円増加し、95,046百万円となった。ま

た、純資産は前連結会計年度末に比べて1,097百万円増加し、28,325百万円となり、自己資本比率は29.3％となった。

増減の主な内訳は、資産の部では現金及び預金が2,420百万円、受取手形及び売掛金が746百万円、それぞれ減少し、

また、建物及び構築物が851百万円、建設仮勘定が1,484百万円、有形固定資産のその他が609百万円、それぞれ増加し

ている。負債の部では短期借入金が330百万円、長期借入金が2,765百万円、それぞれ減少し、また、支払手形及び買掛

金が779百万円、長期前受工事負担金が1,312百万円増加している。純資産の部では、利益剰余金が1,132百万円増加

している。

　

(3）キャッシュ・フロー

　当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、税金等調整前四半期純利益

の計上等があったものの、有形固定資産の取得や長期借入金の返済等により、前連結会計年度末に比べ2,490百万円

減少し、6,443百万円となった。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間における営業活動により得られた資金は、棚卸資産の増加や仕入債務の減少があった

ものの、税金等調整前四半期純利益の計上等により3,122百万円となったが、前同四半期連結累計期間に比べ7百万

円減少した。

　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間における投資活動により支出した資金は、長期前受工事負担金等の受入による収入が

あったものの、有形固定資産の取得等により2,281百万円となったが、前同四半期連結累計期間に比べ1,744百万円

減少した。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間における財務活動により支出した資金は、長期借入金の返済等により3,332百万円とな

り、前同四半期連結累計期間に比べ3,094百万円増加した。

 

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び連結子会社）が事業上及び財務上の対処すべき課

題について、重要な変更及び新たに生じた課題はない。

 

(5）研究開発活動

　該当事項なし。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 240,000,000

計 240,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現在発行数

（株）
（平成24年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年11月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 111,652,992 111,652,992
大阪証券取引所

市場第一部

単元株式数

1,000株　

計 111,652,992 111,652,992 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項なし。　

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項なし。　　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項なし。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

　平成24年７月１日～

平成24年９月30日
－ 111,652,992 － 10,090 － 2,522
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（６）【大株主の状況】

 平成24年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

 阪神電気鉄道株式会社  大阪市福島区海老江１丁目１番24号 19,400 17.38

 関電不動産株式会社  大阪市北区中之島６丁目２番27号 5,606 5.02

 株式会社三井住友銀行  東京都千代田区丸の内１丁目１番２号 3,100 2.78

 みずほ信託銀行株式会社

 退職給付信託 川崎重工業口

 再信託受託者 資産管理サービス

 信託銀行株式会社

 東京都中央区晴海１丁目８番12号

 晴海アイランド トリトンスクエア

 オフィスタワーＺ棟

 1,363 1.22

 日本マスタートラスト信託銀行

 株式会社

  （退職給付信託神姫バス口）

 東京都港区浜松町２丁目11番３号 1,300 1.16

 三井住友信託銀行株式会社  東京都千代田区丸の内１丁目４番１号 1,189 1.06

 鹿島建設株式会社  東京都港区元赤坂１丁目３番１号 1,102 0.99

 兵庫県信用農業協同組合連合会  神戸市中央区海岸通１丁目 1,000 0.90

 株式会社みなと銀行  神戸市中央区三宮町２丁目１番１号 985 0.88

 モロゾフ株式会社  神戸市東灘区御影本町６丁目11番19号 957 0.86

計 － 36,004 32.25

　　（注）1.　所有株式数は、千株未満を切り捨てて表示している。

          2.　みずほ信託銀行株式会社 退職給付信託 川崎重工業口 再信託受託者 資産管理サービス信託銀行株式会社

　　　　　　　の持株数1,363千株は、川崎重工業株式会社が保有する当社株式を退職給付信託に拠出したものである。

　　　　　3.　日本マスタートラスト信託銀行株式会社（退職給付信託神姫バス口）の持株数1,300千株は、神姫バス株

　　　　　　　式会社が保有する当社株式を退職給付信託に拠出したものである。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】　

 平成24年９月30日現在　

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

　無議決権株式 － － －

　議決権制限株式（自己株式等） － － －

　議決権制限株式（その他） － － －

　完全議決権株式（自己株式等）
（自己所有株式）

普通株式　　  　457,000
－ －

　完全議決権株式（その他） 普通株式　　110,311,000 110,303 －

　単元未満株式 普通株式　　　　884,992 － 1単元（1,000株）未満

　発行済株式総数 111,652,992 － －

　総株主の議決権 － 110,303 －

(注)　「完全議決権株式（その他）」の「株式数」の中には、証券保管振替機構名義の株式が8,000株含まれているが、

「完全議決権株式（その他）」の「議決権の数」の中には、これらの株式にかかる議決権の数８個は含まれてい

ない。

 

②【自己株式等】

 平成24年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

（自己所有株式）

山陽電気鉄道株式会社

神戸市長田区御屋敷通

３丁目１番１号
457,000 － 457,000 0.41

計 － 457,000 － 457,000 0.41

　

　

２【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、以下の通りである。

　(1) 新任役員

役名 職名 氏名 生年月日 主要略歴 任期
所有株式数

(千株)

就任

年月日

 監査役 　  木下　卓男
 昭和31年

 ９月18日生

 昭和62年４月 弁護士登録(神戸弁護士会(現、兵庫県弁護士会)入会)

 　　  　 　　大白法律事務所(現、弁護士法人東町法律事務所)入所

 平成５年４月 東町法律事務所(現、弁護士法人東町法律事務所)

 　　 　 　 　パートナー弁護士(現在)

 平成24年８月 当社監査役(現在)

(注) －
 平成24年

 ８月18日

　(注) 退任した監査役の補欠として就任したため、任期は前任者の任期満了の時である平成28年３月期に関する定

　 　  時株主総会終結の時までである。

　

　(2) 退任役員

役名 職名 氏名 退任年月日

　監査役 　 　篠丸　康夫 　平成24年８月18日
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

  当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成している。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成24年７月１日から平成

24年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けている。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 9,425 7,004

受取手形及び売掛金 2,462 1,716

有価証券 699 699

商品及び製品 1,004 1,009

分譲土地建物 4,784 4,916

繰延税金資産 295 274

その他 587 589

貸倒引当金 △2 △2

流動資産合計 19,256 16,208

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 33,523 34,375

機械装置及び運搬具（純額） 4,016 4,071

土地 18,955 19,301

建設仮勘定 8,621 10,105

その他（純額） 682 1,292

有形固定資産合計 65,799 69,146

無形固定資産 355 396

投資その他の資産

投資有価証券 3,105 3,043

長期貸付金 55 63

長期前払費用 4,922 4,861

繰延税金資産 268 254

その他 1,086 1,088

貸倒引当金 △16 △16

投資その他の資産合計 9,421 9,294

固定資産合計 75,576 78,838

資産合計 94,832 95,046
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 6,989 7,768

短期借入金 7,113 6,783

未払法人税等 1,001 981

賞与引当金 146 131

役員賞与引当金 30 －

商品券等使用引当金 337 334

その他 6,451 6,798

流動負債合計 22,071 22,798

固定負債

社債 6,000 6,000

長期借入金 23,145 20,380

繰延税金負債 361 317

退職給付引当金 1,311 1,380

長期前受工事負担金 7,705 9,018

受入敷金保証金 5,675 5,518

その他 1,333 1,307

固定負債合計 45,532 43,922

負債合計 67,603 66,721

純資産の部

株主資本

資本金 10,090 10,090

資本剰余金 6,850 6,850

利益剰余金 9,803 10,935

自己株式 △128 △129

株主資本合計 26,616 27,747

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 213 138

その他の包括利益累計額合計 213 138

少数株主持分 398 439

純資産合計 27,228 28,325

負債純資産合計 94,832 95,046
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

営業収益 22,945 23,218

営業費

運輸業等営業費及び売上原価 注２
 18,015

注２
 18,130

販売費及び一般管理費 注１,２
 2,637

注１,２
 2,683

営業費合計 20,652 20,813

営業利益 2,293 2,404

営業外収益

受取利息 6 4

受取配当金 53 43

持分法による投資利益 － 0

バス補助金 46 72

雑収入 171 162

営業外収益合計 278 283

営業外費用

支払利息 321 275

持分法による投資損失 0 －

雑支出 104 101

営業外費用合計 426 377

経常利益 2,146 2,311

特別利益

固定資産受贈益 1 －

固定資産売却益 0 －

工事負担金等受入額 9 150

特別利益合計 11 150

特別損失

固定資産除却損 9 2

投資有価証券評価損 1 －

工事負担金等圧縮額 9 150

減損損失 － 0

特別損失合計 20 154

税金等調整前四半期純利益 2,136 2,307

法人税、住民税及び事業税 974 926

法人税等調整額 △92 △15

法人税等合計 881 910

少数株主損益調整前四半期純利益 1,255 1,397

少数株主利益 36 42

四半期純利益 1,218 1,354
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,255 1,397

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △140 △76

その他の包括利益合計 △140 △76

四半期包括利益 1,114 1,320

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,079 1,279

少数株主に係る四半期包括利益 34 40
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 2,136 2,307

減価償却費 1,576 1,503

退職給付引当金の増減額（△は減少） △356 68

賞与引当金の増減額（△は減少） 51 △14

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △32 △30

商品券等使用引当金の増減額（△は減少） △7 △2

持分法による投資損益（△は益） 0 △0

受取利息及び受取配当金 △59 △48

支払利息 321 275

有形固定資産除却損 71 184

投資有価証券売却及び評価損益（△は益） 1 －

売上債権の増減額（△は増加） 853 745

たな卸資産の増減額（△は増加） △380 △470

仕入債務の増減額（△は減少） △439 △605

その他の流動負債の増減額（△は減少） 65 571

その他 190 △140

小計 3,991 4,343

利息及び配当金の受取額 59 47

利息の支払額 △325 △273

法人税等の支払額 △595 △994

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,130 3,122

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △60 △100

定期預金の払戻による収入 60 30

譲渡性預金の預入による支出 － △1,000

譲渡性預金の払戻による収入 － 1,000

有形固定資産の取得による支出 △4,937 △3,436

有形固定資産の売却による収入 114 8

投資有価証券の取得による支出 △16 △8

長期前受工事負担金等受入による収入 857 1,463

その他 △42 △239

投資活動によるキャッシュ・フロー △4,025 △2,281

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 396 △340

長期借入れによる収入 2,563 17

長期借入金の返済による支出 △2,922 △2,772

配当金の支払額 △222 △222

その他 △52 △14

財務活動によるキャッシュ・フロー △238 △3,332

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,132 △2,490

現金及び現金同等物の期首残高 8,124 8,934

現金及び現金同等物の四半期末残高 注
 6,991

注
 6,443
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【注記事項】

（四半期連結損益計算書関係）

(注１)販売費及び一般管理費の主要な費目と金額は次のとおりである。

 
前第２四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日）

人件費 1,378百万円 1,377百万円

経費 1,013 1,056

諸税 62 81

減価償却費 183 167

　計 2,637 2,683

　

(注２)引当金繰入額等のうち主要なものは、次のとおりである。

 
前第２四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日）

賞与引当金繰入額 137百万円 131百万円

退職給付費用 383 351

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

(注)現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日）

現金及び預金勘定 7,518百万円 7,004百万円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △527 △561

現金及び現金同等物 6,991 6,443
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年９月30日）

　１．　配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資　

平成23年６月29日

定時株主総会
普通株式 222 2 平成23年３月31日平成23年６月30日利益剰余金　

 

 　　　 　２．　基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

　　　　　　　　間末後となるもの　

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資　

平成23年11月11日

取締役会
普通株式 222 2 平成23年９月30日平成23年12月９日利益剰余金　

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年９月30日）

　１．　配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資　

平成24年６月28日

定時株主総会
普通株式 222 2 平成24年３月31日平成24年６月29日利益剰余金　

 

 　　　 　２．　基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

　　　　　　　　間末後となるもの　

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資　

平成24年11月13日

取締役会
普通株式 222 2 平成24年９月30日平成24年12月７日利益剰余金　
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成23年４月１日　至平成23年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　 （単位：百万円）

　
 

報告セグメント　
調整額
（注１）

四半期連結

損益計算書

計上額

（注２）　
運輸業 流通業 不動産業

レジャー・

サービス業

その他の
事業

計

　　営業収益          

(1）外部顧客に対する営業収

益
9,03810,4391,4411,236 790 22,945 － 22,945

(2）セグメント間の内部営業

収益又は振替高
215 47 410 31 877 1,582△1,582 －

計 9,25310,4871,8521,2671,66724,528△1,58222,945

　　セグメント利益又は

　　セグメント損失（△）　
1,283 157 734 △32 105 2,247 45 2,293

　　　　　（注）１．セグメント利益又はセグメント損失の調整額は、セグメント間取引消去45百万円である。

　　　　　　　　２．セグメント利益又はセグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成24年４月１日　至平成24年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　 （単位：百万円）

　
 

報告セグメント　
調整額
（注１）

四半期連結

損益計算書

計上額

（注２）　
運輸業 流通業 不動産業

レジャー・

サービス業

その他の
事業

計

　　営業収益          

(1）外部顧客に対する営業収

益
9,26110,3451,5971,294 718 23,218 － 23,218

(2）セグメント間の内部営業

収益又は振替高
216 30 435 41 948 1,672△1,672 －

計 9,47710,3762,0321,3361,66724,890△1,67223,218

　　セグメント利益又は

　　セグメント損失（△）　
1,264 171 885 △70 99 2,350 54 2,404

　　　　　（注）１．セグメント利益又はセグメント損失の調整額は、セグメント間取引消去54百万円である。

　　　　　　　　２．セグメント利益又はセグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりである。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 10円95銭 12円18銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（百万円） 1,218 1,354

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 1,218 1,354

普通株式の期中平均株式数（千株） 111,203 111,197

　　　（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載していない。

　

（重要な後発事象）

　該当事項なし。 

 

 

 

 

２【その他】

　平成24年11月13日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議した。

（イ）中間配当による配当金の総額・・・・・・・・・・・222百万円

（ロ）１株当たりの金額・・・・・・・・・・・・・・・・２円00銭

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日・・・・・・・平成24年12月７日

(注)　平成24年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行う。 
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項なし。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成24年11月13日

山陽電気鉄道株式会社

取締役会　御中
 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 岡本　髙郎　　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 石田　博信　    印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている山陽電気鉄道株式

会社の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成24年７月１日から

平成24年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ

・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、山陽電気鉄道株式会社及び連結子会社の平成24年９月30日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい

ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

 

　（注）　１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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